
 

  

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●学びあう子  ●支えあう子  ●やり抜く子 

第２号 
福山市立駅家西小学校 

2025年（令和7年）５月21日 

  

５月１日（木）に、6年生が総合的な学習の時間で二子塚古墳へ見学に行きました。駅家西学

区まちづくり推進委員の文化部会の方が古墳の歴史や大きさ、埋葬品などについて、説明をして

くださいました。また、石室内にも入ることができ、石室の大きさに驚いていました。 

今回学んだ駅家西学区の「宝」をさらに学習していき、学んだことを発信していこうと考えて

います。第一弾として、児童朝会でクイズを交えながら全校の前で発表しました。発表後は、

「もっと二子塚古墳について知りたくなった。」「堂々と発表していてよかった。」などの感想が

出てきました。 

「こころの相談室（体罰・セクシャルハラスメント・いじめ防止相談窓口）」 場所：保健室・会議室・職員室 担当者：内野・松谷・前田・西本 

5月３１日（土）のスポーツフェスティバルに向けて、それぞれの学年で練習を積み重ねて

います。今年度スポーツフェスティバルのテーマ「あきらめず 力を合わせよう 楽しい笑顔の

スポーツフェスティバル」のように、やる気をもって、楽しく最後までがんばります。ぜひご

覧ください。 

フェスティバル当日は、気温が高くなる可能性があります。観覧される際には、帽子・水分

補給など、暑さ対策をしっかりとしてご観覧ください。 

 ５月１９日（月）第１回のクラブ活動がありました。クラブ活動は、学級や学年の枠を超え

て交流し、クラブ内での自分の役割を果たしたりクラブ活動の計画を立てて運営をしたりする

ことで、自主性や個性の伸長を図ることを目的としています。ただ楽しむだけではなく、人間

関係づくりや集団活動において必要な力をつけていきます。今年も山田優子交流館長様、琴の

佐藤多恵子先生をゲストティーチャーとして招き、一緒に活動してくださっています。 

 5月16日(金)の一斉研修では、5年1組で英語の授業を行いました。誕生日や欲しい物を

英語で尋ねたり答えたりする技能を身に付けることや、伝え合う楽しさを味わい積極的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を育てることをねらいとしています。本時では、歌や「爆

弾ゲーム」で１月や２月などの月の言い方や日にちの言い方を練習しました。また「バースデ

ーケーキプレゼントゲーム」で誕生日を尋ねたり答えたりすることを意欲的に行っていまし

た。最後は、友達だけでなく、先生たちへ積極的にインタビューをし、結果を楽しみながら授

業が進んでいきました。 

 今年度も、岡山大学の柴川弘子先生をお招きして、英語の授業について、また、本校で研究

をしているESDについて職員も学ぶことが出来ました。改めて、日本で行っている日々の教

育実践（給食指導や掃除指導、学校行事などを含む）の価値を見つめなおすことができまし

た。ESDの実践を通して、持続可能な社会の実現に貢献できる人材を育成していきます。 

他者を思いやる心  共に生きる力  自分の責任をもつこと  自分と異なる立場の人々への想像力 

委員会活動が本格的に始まっています。それぞれ自分たちで主体的に考えた活動になるよう

に様々な意見を出し合って活動しています。みんながよりよく生活できるためになにができる

のか考え，実際に行動することで，高学年としての責任感も高まっています。 

データによる駅家西小学校 PTA総会の決議をメール配信システムのフォームにて行いまし

た。家庭数２８２のうち 

 賛  ２１５ 

 否    １ 

という結果でしたので，本議案はすべて可決しましたことをご報告いたします。 

ご協力ありがとうございました。本年度もよろしくお願いします。 


